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データで読み解くこれからの信用金庫経営（29）預金利回 
－信用金庫の預金利回は他業態に比べ高い水準にある－ 

 

➢ 2023年度の全国信用金庫の預金利回は、前期と同じく 0.02％となった。過去 10年間にお

ける推移をみると、預金積金残高は増加傾向にあるが、預金利回は低下傾向にある。 

➢ 業態別では、各業態とも低下しているが、信用金庫の預金利回は、都市銀行、地方銀行、

第二地方銀行に比べ最も高い水準で推移している。 

➢ 信用金庫別に過去５年間における預金利回を２期間比較(2019年度と 2023年度)で確認し

たところ、2023 年度では 0.01％以下の信用金庫が多くなっており、全体的に低下傾向が

みられる。 

 

１．預金利回(全国)の状況 

 本稿では、全国信用金庫の預金利回((預金利息+譲渡性預金利息)/(預金積金(平残)+譲渡

性預金(平残)))を確認する。 

2023 年度の全国信用金庫の預金利回は、前期と同じく 0.02％となった。過去 10 年間に

おける推移をみると、預金積金残高は増加傾向にあるが、預金利回は低下傾向にある(図表

１)。 
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(図表１) 預金利回（全国）の状況 
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２．業態別の状況 

 業態別の過去 10 年間における

預金利回の推移を示す(図表２)。

各業態とも低下しているが、信用

金庫の預金利回は、都市銀行、地

方銀行、第二地方銀行に比べ最も

高い水準で推移している。 

 次に、業態別の過去 10 年間に

おける定期性預金比率の推移を

示す(図表３)。各業態とも低下し

ているが、信用金庫では定期性預

金の構成比が他業態に比べて高

い水準で推移している。定期性預

金は粘着性が高いものの、要求払

預金に比べて利率が高いことも

あり、結果として預金利回が高い

水準となる。 

 

３．信用金庫別の状況 

  信用金庫別に、過去５年間における預金利回の推移を示す(図表４)。 

 推移状況では、2019年度は 0.02～

0.03％以下の信用金庫が最多であっ

たが、2023年度では 0.01％以下の信

用金庫が多くなっており、全体的に

低下傾向がみられる。 

 また、２期間比較（2019年度と 2023

年度）で預金利回の動きを確認した

ところ、上昇 11金庫、低下 243金庫

となっており、低下金庫が多い状況

となっている。 

今般の分析の結果、信用金庫の預

金利回は低下傾向にあったが、今後、

本格的な金利上昇が見込まれ、預金

利回も上昇することが予想される。「金利のある世界」への転換期にあたり、預金獲得戦

略の見直しが求められることになるだろう。                 以 上                      
 

※信用金庫業界の各種データは、信金中央金庫 地域・中小企業研究所ホームページの「信用金庫統計」
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(図表４) 信用金庫別の状況 
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       ２．他業態は全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」より作成  

(図表２) 預金利回(業態別)の状況 

 

(図表３) 定期性預金比率(業態別)の状況 

 

 （備考） １．信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

       ２．他業態は全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析」より作成  

（備考） 信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

https://www.scbri.jp/publication/toukei/

